
平成２７年２月１７日 県 北 の 教 育 第１１０号（１）

教育広報 発行所

福島県教育庁県北教育事務所

福島市舟場町２番１号

電話０２４－５２３－１６４７

発行者 芳 賀 祐 司

ちょっと立ち止まって
県北教育事務所 次長 伊藤 隆幸

教員になってこれまでずっと自家用車通勤で、全くといって
いいほど通勤で歩くことがなかった。現在の事務所に移転して
からは、駐車場から 10 分ほどではあるが歩いて通勤している。
その 500m ほどの歩く道の中ほどに阿武隈川に架かる松齢橋があ
る。1925 年（大正 14 年）に架けられた橋で、戦前に作られた橋
が、代替橋が架けられても壊されなかったのは珍しく、時代を
感じさせる凝った意匠の街灯も橋の両側に残っている。
今では、川の風景を毎朝見ることがちょっとした楽しみにな

っている。通勤でこの橋を渡るようになってから、驚く光景を
いくつか目にすることができた。
その一つは、毎年９月ごろになるとアミメカゲロウが大発生

する。晩夏初秋には橋の夜間照明を消灯し、橋梁に集虫灯を設
置する。集虫灯の下の川面には大量のカゲロウが発生するが、
そこに 50cm ほどの大きな鯉が大量に（この川にこんなに鯉がい
たのかと思うほど）集まり、大きな口を開けてカゲロウを食べ
ているのだ。カゲロウの大発生をどうやって知るのだろうと不
思議に思う。帰宅する途中に見た光景を思いながら、翌朝、出勤時に川面を見るとカゲロウ
の死骸は浮いているが、鯉の姿は全くない。
もう一つは、鮭の遡上である。10 月から 11 月にかけて、橋の上から鮭の遡上を見ることが

できる。松齢橋の袂に立つ看板には「太平洋まで 77 キ
ロ」との表示がある。福島市は標高が 60m ほどだが、
福島県と宮城県の境界付近では、渓谷を抜ける急流も
ある川を 77km も遡上してくるため、橋の上から見る鮭
は婚姻色は残るものの白っぽくなり傷だらけになって
いる。普通は１日数匹の姿を見るだけだが、昨年の 11
月のある日は、松齢橋の舟場町側の流れの緩やかなと
ころに数十匹の鮭の泳ぐ姿を見ることができた。「何日
かけてここまで遡上してくるのだろう。産卵に適した
場所があるのだろうか。」様々な思いが浮かんでくる。
遡上する鮭の姿を見なくなって数日たつと今度は、川
岸と川底に鮭の死骸を見かけるようになる。産卵を終

え、一生を終えた鮭の姿は、橋から見えるだけでも数十匹見ることができ、それを見ると何
ともいえない感情が込み上げる。
そんなある日、ふと中学校１年の国語の教科書にあった「ちょっと立ち止まって」という文章

を思い出した。１つの景色でも、物事でも、人物でも多様性を秘めている。「物を見るときは
他の見方を試すことで、他の面に気付き、新しい発見ができる」「ちょっと立ち止まって」他の
見方も試してみようという要旨の文章である。見方を変えたわけではないが、歩くということ
により、いままでの日常で、目にすることがなかった光景を目にし、新たな経験と、新たな
感動を得ることができた。歩かなければ味わえない光景が身の回りにはたくさんあることを
実感した。
先ほどの松齢橋の上からの風景でも、私が立ち止まって川の鮭を見ている姿を見て、毎日、

散歩をしている夫婦が川面を見つめ鮭を発見し、「鮭がいる」と大きな声を上げていた。毎朝、
同じ道を歩いていても気づかないものは気づかないのだ。物事や人物を見るときには、動き
ながら見るか、止まってみるか、近くで見るか、遠くで見るか、上から見るか、下から見る
か様々な見方があることに気づく。また、見ようとしなければ見えないこともたくさんある。
私たち教員は、毎日、子どもたちと生活をともにする中で、また、毎日、授業をする中で

日常的に見たり、感じたりすることに慣れてしまってはいないか、子どもも授業も違う角度
から見れば新しい見方ができ、子どもたちのよりよい成長や授業のよりよいあり方に迫れる
のではないかと感じる。「ちょっと立ち止まって」日々の教育を振り返ってみることの大切さ
を再確認できたような気がする。
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学校教育課（指導）

平成２６年度第４３回福島県教職員研究論文入賞者表彰式

今年度、県北域内では８点の応募があり、特選１点、入選１点、奨励賞１点が入賞しました。
いずれの論文も「生きる力」の育成を目指して、子どもたちが自ら課題もって解決に立ち向かう

ための取組が具体的に論じられていました。
受賞、応募された個人、団体は次のとおりです。
【特選】

個人研究 伊達市立保原小学校 教諭 石川 淳
研究主題 地域に対する誇りと愛情をもつ児童の

育成
～社会科第４学年地域素材の活用を
通して～

【入選】
共同研究 伊達市立保原小学校 校長 佐藤 義仁
研究主題 人とかかわりながら課題を解決できる子

どもの育成
～「学び合い」を中心として～

【奨励賞】
共同研究 川俣町立川俣中学校 校長 髙橋 友幸
研究主題 「確かな学力」の向上を目指した教科指導の工夫

～思考力・判断力・表現力を育む学習指導を通して～
＜応募者＞
共同研究 学習指導 福島市立平野小学校 校長 山内 雄和
個人研究 学習指導 福島市立福島第二小学校 教諭 竹田 朋彦
個人研究 学習指導 伊達市立小手小学校 教諭 川村 国央
個人研究 学習指導 国見町立国見小学校 教諭 髙橋 秀幸
個人研究 学習指導 二本松市立油井小学校 教諭 根本 芳宏

第２回学力向上推進研究協議会
２月３日（火）県教育センターで、各学校の学力向上策の効果的な実践を図るために、学力向上

推進研究協議会を開催しました。概要は次の通りです。

１ 講義
(1)「確かな学力の向上をめざして」
・平成２６年度の要請訪問を振り返って ・平成２７年度の指導の重点全体構想等

(2)「福島県学力調査から見た課題と対応策」
・福島県学力調査の結果及び考察 ・課題に対する対応策等

２ 実践報告
学力向上のための「つなぐ教育」推進事業の実践報告がありました。３つの中学校区において、

小中の連携による学習・生活習慣の定着、保護者や地域との連携を図った取組が紹介されました。
○ 桑折町立醸芳中学校区（醸芳中、醸芳小、睦合小、半田醸芳小、伊達崎小）

発表者 校長 五十嵐 正彦（睦合小学校）
○ 二本松市立小浜中学校区（小浜中、小浜小）

発表者 教諭 宮本 美幸（小浜中学校）
○ 二本松市立岩代中学校区（岩代中、新殿小、旭小）

発表者 教頭 大内 晋（岩代中学校）
それぞれの地域の子どもたちの実態をとらえ、目指す子どもの姿や具現策をみんなで共有して

取り組んでいる様子がわかりました。学ぶべき点がたくさんあった報告でした。

３ 研究協議
同じ学校規模で小グループを作り、持参資料「学力向上に関わる有効

な実践」について情報交換を行いました。各学校が実践してきた学力向
上策は、それぞれ大変参考になる内容で、グループごとに熱心な協議が
行われました。さらに多くの情報を共有できるように、県北教育事務所
の HP（http:/www.kenpoku-eo.fks.ed.jp)にテーマ等を分類して掲載します。
自校の実態に応じた手立てを取り入れて学力向上策の改善に役立ててい
ただければと思います。
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学校教育課（管理）

総務社会教育課（社会教育）

～ 十七字 つなげる想い つなぐ夢 ～
十七字のふれあい事業

今年もたくさんのご応募をいただきまして、ありがとうございま
した。県北域内では、３,８１２組（昨年：３,５２６組）の応募が
あり、県全体では３７,７４８組（昨年：３６,０５５組）ありまし
た。
県北域内の入賞作品をご紹介します。

【優 秀 賞】ふたあけて ゆげでへんしん わたしシェフ （ 本宮小１年 佐久間 優凪 ）
今日は助手 シェフの隣で 下準備 （ 母 佐久間恵理子 ）

【優 秀 賞】おばあちゃん 背中はぼくが 洗うから （ 庭坂小６年 菊地 卓斗 ）
不自由な 腕に気遣う 孫優し （ 祖母 菊地ヨシイ ）

なお、平成２６年度「十七字のふれあい事業」県北優秀作品（全１０作品）は、県北教育事務所
のホームぺージ（http://www.kenpoku-eo.fks.ed.jp) で御覧いただけます。

～「親子の学び応援講座」～～「親子の学び応援講座」～ モデルＰＴＡへの支援モデルＰＴＡへの支援

家庭教育の推進に向けて、県北域内にモデルＰＴＡを設置し、親の学び・家庭での実践活動を支家庭教育の推進に向けて、県北域内にモデルＰＴＡを設置し、親の学び・家庭での実践活動を支

援するため援するため、、「親子の学び応援講座」を３回実施しました。「親子の学び応援講座」を３回実施しました。

○ 第１回 ６月２４日○ 第１回 ６月２４日（（火火）） 伊達市立月舘中学校ＰＴＡ 講師：阿部昇先生伊達市立月舘中学校ＰＴＡ 講師：阿部昇先生（（秋田大学教授秋田大学教授））

テーマ：生活習慣と学力向上 参加者：保護者、生徒、教職員（約１００名）テーマ：生活習慣と学力向上 参加者：保護者、生徒、教職員（約１００名）

○ 第２回 ９月７日（日）二本松市立油井小学校ＰＴＡ 講師：明石要一先生（○ 第２回 ９月７日（日）二本松市立油井小学校ＰＴＡ 講師：明石要一先生（千葉敬愛短期大学学長千葉敬愛短期大学学長））

テーマ：子ども達の生活習慣 参加者：保護者（約２００名）テーマ：子ども達の生活習慣 参加者：保護者（約２００名）

○ 第３回 １１月２７日○ 第３回 １１月２７日（（木木）） 福島市立渡利小学校ＰＴＡ 講師：阿部昇先生福島市立渡利小学校ＰＴＡ 講師：阿部昇先生（（秋田大学教授秋田大学教授））

テーマ：生活習慣と学力向上 参加者：保護者、教職員等（約１５０名）テーマ：生活習慣と学力向上 参加者：保護者、教職員等（約１５０名）

家庭教育に関して識見の高い講師を招き、家庭の大切さや学校、地域のつながりについて講演を家庭教育に関して識見の高い講師を招き、家庭の大切さや学校、地域のつながりについて講演を

いただきました。講演会を通して保護者の家庭教育への意識を高めることができました。いただきました。講演会を通して保護者の家庭教育への意識を高めることができました。

年度末に向けて
本年度、最重点目標として「飲酒・わいせつ・体罰」のゼロを掲げ、各学校に実効ある取組をお願いし

て参りました。お陰様で県北域内では、懲戒処分件数が大幅に減少しました。これも各学校の不祥事防止

に向けた実効ある取組の成果であります。しかしながら、管理職のセクシャル・ハラスメントが発生する

など、県全体では依然として不祥事の根絶には至らない状況が続いています。これから、送別会等の酒席

も多くなると思います。飲酒運転の絶無についても特にご配慮いただき、今後も、「信頼される学校づくり

を職場の力で（改訂版）」の最新事例の活用や校内服務倫理委員会を通して学校全体で危機意識を共有する

など、不祥事の絶無を目指した取組の継続をお願いします。

また、この時期は、多忙ゆえに予期せぬ事故が起こることがあります。次の３つについて、特に注意を

お願いします。

（１）校舎・校地への不法侵入防止及び学校火災防止

１２月に小学校校舎への不法侵入事案が発生しました。通常の校舎巡

視はもちろん、個人、日直、管理職による重層的な点検の徹底など、安

全確認や安全点検のマンネリ化防止に努めてください。

（２）交通事故の防止

３月でも、降雪による圧雪や路面凍結によるスリップ事故が心配され

ます。降雪時には、時間と心に余裕をもった運転を行うことが大切です。

（３）情報管理の徹底

年度末は、事務が繁雑になる時期です。情報管理を徹底するため、紙

媒体、電子媒体を問わず、各種情報の紛失や流失防止に細心の注意を払

ってください。
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